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2020年以来，新型コロナウイルスの影響で第 63回，第 65回大会が中止となり，今大会も

開催が危ぶまれる状況でしたが，無事に開催することができました．これも偏に，ご参加・

ご支援いただく方々のおかげであると感謝いたしております．今大会は，日本文理大学の

ご厚誼により，大分市中心部にある同大学のエクステンションセンターの会議室をお借り

して開催することとなり，開催にあたって，日本文理大学学長の橋本堅次郎先生からもご

挨拶をいただきました．また，日本計算機統計学会の産官学参画 WG による企画もあり，

印象に遺るすばらしい会合となりました．ここに，その内容の一端を要約いたします．・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後藤昌司・越智義道・志賀 功・衛藤俊寿 

 

［セッション 1］： 

本セッションでは，同志社大学の 3名の方々にご講演いただきました． 

柚木慎太郎先生・谷岡健資先生・宿久洋先生からは，「Pliable lasso を用いた複数アウト

カムに対する処置効果の推定について」という演題で，処置効果の推定においてアウトカ

ムが複数存在する場合に，Pliable lasso モデルと縮小ランク回帰を用いた手法を提案され

ました．AIDSの臨床試験データに適用された結果，複数アウトカムが連続量である場合に

提案手法では，既存の手法が CD8細胞の処置効果が高いサブグループを特定することに対

して，CD4 細胞の処置効果が高いサブグループを特定できると報告されました．これは，

既存の臨床論文の報告結果とも比較しやすい結果であることを主張されました． 

稗田涼真先生・宿久洋先生からは，「複数アウトカムの相関を考慮した縮小ランク回帰に

よる処置効果の推定法について」という演題で，処置効果の推定においてアウトカムが複

数存在する場合に，Elastic net 回帰と縮小ランク回帰を用いた手法を提案されました．シ

ミュレーションの結果から，主効果が大きく共変量の相関関係が高い状況で，提案手法の

推定精度が良いと報告されました．AIDSの臨床試験データに適用された結果，主効果のみ

のモデルを用いて，三つの応答変数を二つの潜在因子に縮約し，さらにそのうち潜在因子

に大きく寄与する変数を一つに絞ることにより，解釈が容易になることを主張されました． 

谷岡健資先生・宿久洋先生からは，「３相３元データおよびマルチブロックデータに対す

る次元縮約クラスタリング法のレビューについて」という演題で，次元縮約クラスタリン

グ法の網羅的なレビュー結果を報告されました．さらに，同一対象同一被験者から得られ

るテンソルデータに対して，次元縮約クラスタリング法を適用する場合の利点と問題点を

報告されました．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・藤澤正樹 

 



［セッション 2］： 

和歌山県立医科大学の万 可先生・下川敏雄先生からは「予後因子を考慮した生存時間因果

ルールアンサンブル法の開発」という演題で，アウトカムが生存時間の際に Rule-fit を用

いて治療効果を推定するための新たな推定方法を紹介されました．また，数値シミュレー

ション結果や実際の臨床試験データに対する適用結果を通じて，提案手法の有用性を主張

されました． 

和歌山県立医科大学の佐貫礼子先生・北山恵先生・下川敏雄先生からは「Pythonによる定

期症例登録状況報告の自動化に関する試み」という演題で，臨床試験における定期症例登

録状況報告書の作成から送付までを一元化して自動化するシステムを開発し，講演されま

した．また，実際の臨床試験を通して従来の方法と提案システムを比較し，その有用性を

主張されました． 

和歌山県立医科大学の平石麻友先生・下川敏雄先生からは「Python+Rを用いた因果ルール

アンサンブル法に対するインタラクティブ・グラフィクスの開発」という演題で，量的ア

ウトカムに対する Rule-fit を用いた治療効果推定のための推定方法を開発され，同時に

subgroupの特徴を把握するためのインタラクティブ・グラフィクスを開発されました．ま

た，数値シミュレーションにより提案手法の有用性を主張されました．・・・・谷岡健資 

 

［特別講演］： 

特別講演では，日本文理大学 工学部 航空宇宙工学科の中川稔彦教授に「“スペースポー

ト”にまつわる考・想．」というタイトルで，スペースポート構想とその出現背景及びス

ペースポートの成立要件と課題事項について，具体的な話題を盛り込みながらご講演いた

だきました．  

まず，大分空港における宇宙機の運用法と大分以外でのスペースポート計画について述べ

られました．また，今後の展開について，SPACE PORT CITY構想や統合スペースポート

へのシナリオを紹介されました．スペースポートが出現した背景には，近年の宇宙業界の

大きな構造変革が関係しており，とくに「ニュースペース」と呼ばれる民間事業家たちの

参入による宇宙体験ツアーの実現，垂直着陸ロケットの開発，小型衛星の機能向上による

衛星コンステレーション（低高度軌道で多くの小型衛星を連携運用するシステム）の登場

などがその出現背景にあることが示されました． 

次に，スペースポートの成立要件として，最適地の要件（緯度，軌道傾斜角，打上げ方向

の安全性）について紹介されました（高緯度出の打上げ地は軌道傾斜角の問題があること

や打上げ方向に海でないと落下物のリスクがある等）．また，課題として，法的リスクヘ

ッジの提供法や現行の航空機との空域利用の競合等が列挙されました．これは，空路密集

ゾーンから離れた地点がスペースポート成立には有利ですが，統合スペースポートのシナ

リオには不利な条件となるという自己矛盾を孕む要素となっています．さらに，機体が音

速を通過する際に発生する衝撃波（ソニックブーム）の問題もあり，周辺地域の住民コン

センサスをどうとるのかがスペースポートの成立の要となってます． 

最後に，将来の宇宙機が現在の航空機に近い運用となると安易にイメージするには注意が



必要であること，構想から必要なインフラや立地条件を選択する必要があること，環境／

安全に対するリスクヘッジやコンセンサス取得などにおいては世界標準のライセンスやそ

れに準じた国内法の適用を視野に入れることなど，「画一的な」商業航空宇宙港（統合ス

ペースポート）は実現しないという中川先生の「想い」を述べられ講演は締めくくられま

した． 

大分空港がスペースポートとして開港予定のこの地・この時期に，中川先生をお迎えし貴

重な話題をご提供いただき，本特別講演は非常に有意義な空間となりまし

た．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・衛藤俊寿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［セッション 3］： 

セッション 3 では，疫学研究関する 3 演題の講演がありました．最初の 2 演題は，子宮頸

がんに関する演題であり，大阪大学/大阪医科薬科大学の岡愛美子先生は「婦人科悪性腫瘍

登録事業データベースを用いた子宮頸がんの治療動向および生存率の推移」，大阪大学の

八木麻未先生・上田豊先生（大阪大学）は，「本邦における HPVワクチンの有効性評価（様々

な角度からの検証）」という演題でご発表くださいました．つまり，治療と予防の両側面

での発表でした．子宮頸がんは，他のがん種に比べて低年齢で発症するため，検診の難し

さなどを痛感するとともに，HPV ワクチンの今後の普及に関する困難さを感じました．ま

た，これらの研究のなかで，記述疫学の重要性も感じさせていただきました． 

大阪医科薬科大学の伊藤ゆり先生には，「がん患者のサバイバー生存率～いつ一般集団と

同等の死亡リスクとなるか」という演題で発表いただきました．ご講演を聴講しながら，

記述疫学と人口動態研究(最適化理論)には親和性があるように感じました．また，行政の凝

り固まった考え(過度に閉鎖的な考え)および各種学会の RWD への考え方(データを公共の

利益と考えない)ことへの歯がゆさを感じました．・・・・・・・・・・・・・・下川敏雄 

 

 

 

 



［セッション 4］： 

このセッションでは，2件の研究発表が行われました．五十川直樹氏（ユーシービージャパ

ン㈱）からは，「A Robust Meta-Analytic Approach for Evaluating Regional Treatment 

Effect in a Multi-Regional Clinical Trials」について報告があり，国際共同試験での各地域

の有効性を評価するための方法として，Robust Mata-Analytic Approachを活用すること

が提案されました．地域の有効性を評価する際には，その症例数の少なさより，頑健な推

定量が望まれますが，Robust Mata-Analytic Approachに基づく推定量の頑健性について，

実際の事例とシミュレーションによる検討が行われ，その性能が評価されました． 

中村将俊氏（ファイザーR&D合同会社）からは，「反実仮想機械学習に基づく Rule fitに

よる部分集団の特定」について報告があり，薬剤の効果を示しやすいあるいはリスクが高

くなる部分集団を特定するための方法として，個体の因果効果を応答として構築する Rule 

fit 法の活用が提案されました．得られた観測値から機械学習モデルを構築し，個体の因果

効果を推定，その推定値を直接応答として Rule fit法を適応することで，既存の手法及びそ

のプログラムを簡便に利用し薬剤効果に対する部分集団の抽出が可能なことが，事例デー

タの解析を通じて報告されました．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後藤昌司 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［セッション 5］： 

セッション 5では，3件の研究発表が行われました. 筑波大学の丸尾和司先生からは「生存

関数のメタ解析」として，生存時間解析で広く用いられる t-年生存率について，メタ解析で

必要とされる信頼区間の構成法の検討結果の報告が行われました．メタ解析では，多くの

場合，t-年生存率に加えて，その研究の規模や Kaplan-Meier推定量などの情報は得られる

ものの，信頼区間の構成に必要な精度情報までは得られないことが多くなります．限られ

た情報の中で用いることができる，精度の簡便な計算方法が提案され，その挙動にかかる

検討結果が報告されました． 

 



和歌山県立医科大学の下川敏雄先生からは「治療効果モデルの最新状況：諸種のアウトカ

ムに対する異質性治療効果の検討」という演題で，治療効果モデルによる諸種の分析手法

の展開やターゲットとする分析の観点について広範な紹介が行われました． 

統計数理研究所の野間久史先生からは「ケースコホート研究のロジスティック回帰分析に

おける分散の推定」として，ケースコホート研究の効果や意義について紹介があったのち，

ケースコホート研究でのリスク比推定にかかる分析法の問題点の指摘と改善の提案がなさ

れました．この枠組みでは，発生確率に対数線形モデルを想定して導出される，線形ロジ

スティック回帰分析が標準的な手法として用いられますが，これまで提唱されてきた回帰

パラメータ推定にかかる漸近分散の計算法では過大推定となることを指摘し，提案した

Bootstrapによる分散推定法により，適正に推定されることが報告されました．・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・越智義道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［特別セッション］： 

本セッションでは，2 件の研究発表が行われました．ファイザーR&D 合同会社の大江基貴

様 か ら は 「 Nonparametric statistical inference with covariates adjustment in 

observational studies」として，観察研究において因果効果の推定に用いられる IPTW 

(Inverse Probability of Treatment Weight) 推定量のノンパラメトリック版である

Adjusted Mann-Whitney methodが検討されました．IPTWを考慮した応答のノンパラメ

トリック変換から得られる IPT weighted medianとの比較に関して，シミュレーションに

よる検討結果が紹介されました． 

㈱新日本科学 PPD の米山昭成様からは「C-QTｃ解析実施時における未変化体と代謝物を

仮定したモデルの検討」について報告がありました．2005 年に ICH において E14 ガイド

ライン「非抗不整脈薬における QT/QTc 間隔の延長と催不整脈作用の潜在的可能性に関す

る臨床的評価」が合意されました．2018 年には新しく C-QTc の解析が White paper とし

て紹介され，そこでは C-QTc 解析のモデルは未変化体を想定しており，代謝物を想定した

際の評価方法や解析手法を検討した結果の共有を行いました．・・・・・・・永久保太士 



--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

編集後記：  

今回もコロナ禍での開催となったが，全国から 37名の方にご参加いただき，とても実りある大会となりま

した．改めて，座長・講演者・参加者の皆様にお礼申し上げます．今回，初めての会場（NBU日本文理大

学エクステンションセンター）での開催でしたが，大分駅からも近く大変好評をいただきました．今後は

基本的に本会場で開催していく予定です．コロナ禍で，大分統計談話会のもう一つの楽しみである懇親会

を開催できない状況が続いているのは大変残念であり，早く以前のように開催できることを望んでいます．

次回，大分統計談話会第 67 回大会は 2023 年 2 月 9 日(木)～10 日(金)を予定していますので，また多くの

方々のご参加を心からお待ちしております．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・志賀 功・衛藤俊寿 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

代表世話人：越智義道 

顧問：後藤昌司 

事務局：志賀 功・衛藤俊寿 


